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１．はじめに 

 過去の交際相手に関するコンテンツ（個人情

報，写真など）を嫌がらせ目的で SNS（Social 

Networking Service）や画像投稿サイトなどの

CGM（Consumer Generated Media）に公開するリ

ベンジポルノ[1][2]が社会問題になっている．こ

れらのコンテンツは，削除申請があった場合，

プロバイダ責任制限法に従って削除されなけれ

ばならない．2014 年以降，リベンジポルノに関

する法整備[3]が進み，申請から削除までの日数

が短縮[4]された．しかし，被害者の名誉やプラ

イバシーを尊重する一方，投稿者の表現の自由

が優先され，削除されない事例[5]もある．その

ため，被害者側が，様々なサイトで削除された

かどうかを確認せざるを得ず，その上，手間も

かかる．さらに CGM は，動的な Web サイトで

あるため，コンテンツがユーザの投稿によりサ

イト外部へ流出している場合や，1 ページに表示

するコンテンツの量に応じて同一 Web サイト内

部でコンテンツが別のページへと移動している

場合がある．そこで，本研究では，後者の場合

を対象として，Web サイト内のコンテンツの動

的な変化を考慮し，削除対象のコンテンツを探

索する手法を提案する．実験では，動的な Web

サイトを構築し，そのサイトにて特定のコンテ

ンツを見つけ出すことができるかを評価する． 

２．研究の概要 

 本システムの概要を図 1 に示す．システムの

入力は，削除対象のコンテンツが含まれるペー

ジの URL，該当箇所の HTML コードとコンテン

ツを抽出するための正規表現とし，出力は，削

除判定結果とする． 

 

２．１ 判定情報取得機能 

Web サイト内では，削除対象コンテンツは動

的に移動するため，削除された場合との区別が

つかない．そこで，削除対象コンテンツの前後

の HTML コードを削除有無の判定のための手が

かりとして用いる．本機能では，まず，削除対

象コンテンツの Web ページ内の位置を特定する．

次に，削除対象コンテンツの前後の投稿内容の

HTML コードを判定情報として取得する．最後

に，その HTML コードと入力情報をコンテンツ

データベースに登録する． 

２．２ 次頁探索機能 

 動的な Web サイト内では，1 ページに表示す

るコンテンツの量が増加する場合，複数のペー

ジに分割することが一般的である．これらの分

割されたコンテンツへは，「次のページへ」や

「前のページへ」などのリンクを用いてアクセ

スできる．本機能では，ページを解析して，入

力された URL の前後のページを関連ページとし

て取得する． 

２．３ 削除判定機能 

本機能では，判定情報取得機能にて取得した

前後の投稿内容を含む削除対象コンテンツの

HTML コードを用いて削除されたかを判定する．

その削除判定では，次頁探索機能で抽出した関

連ページを解析し，前後の投稿内容及び削除対

象コンテンツの投稿内容の有無を確認する．前

後の投稿内容のみが存在し，削除対象コンテン

ツの投稿内容が含まれない場合，削除済みと判

定する． 
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図 1 本システムの概要 
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３．実証実験と考察 

 本実験では，システムの有用性を確認するた

め，削除対象コンテンツの削除の有無を評価す

る．ここでは，実験のために構築した動的な

Web サイトを対象に実施する．様々な Web サイ

トで本システムが利用できることを確認するた

め，図 2 に示す 4 種類の Web サイトを構築した． 

３．１ 削除判定の評価実験 

 本実験では，対象の Web サイトにて，削除対

象コンテンツの削除の有無を判定する．次に示

す 3 つの移動パターンにて，削除対象コンテン

ツの削除の有無の判定が可能であるかを検証す

る． 

A) コンテンツが移動していない場合（以下，

移動なし） 

B) コンテンツが Web サイト内の別ページへ

移動しており，前後のコンテンツが同一

ページ内に存在する場合（以下，移動あ

り） 

C) コンテンツが Web サイト内の別ページへ

移動しており，前後のコンテンツが複数

のページに跨って存在している場合（以

下，ページ跨ぎ） 

３．２ 結果と考察 

 3 つの移動パターンついて，コンテンツが削除

された場合とそうでない場合に，削除判定を

行った結果を表 1 に示す．実験結果を移動パ

ターンごとに比較すると，移動パターン A）と

B）に関しては，コンテンツ削除済みである場合

と，コンテンツ未削除である場合の両方で適切

に判定できることを確認した．しかし，移動パ

ターン C）に関しては，図 1 の Web サイト(i)と

(ii)は適切に判定できたが，(iii)と(iv)では判定で

きなかった．その原因の一例として，「次の

ページへ」や「前のページへ」などの前後関係

を表すリンクがなく，「1 ページ目」や「2 ペー

ジ目」などのように，特定のページへ直接リン

クする構造となっている．直接リンクする構造

の Web サイトでは，ページ間を関連付けること

ができず，コンテンツの新旧を判断できないた

め，削除判定ができない状況であった．この問

題に対しては，取得した Web ページ内の投稿日

時から，コンテンツの新旧を推定することで，

対処できると考えられる． 

４．おわりに 

 本研究では，コンテンツが Web サイト内で動

的に移動するページ同士を関連付けてコンテン

ツを探索する方法を提案した．本提案手法によ

りページ間が前後のリンクで繋がっている場合，

ページを適切に関連付け，削除判定を正しく行

えることを確認した．しかし，特定のページ番

号へ直接リンクする Web ページは関連付けるこ

とができなかった．今後，このような特徴を持

つ Web ページの解析手法を検討し精度の向上を

目指すと共に，Web サイト外へとコンテンツが

流出するケースについても検討する． 
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表 1 移動パターンごとの削除判定結果 

 
削除済み 未削除 

A（移動なし） 4/4 件 4/4 件 

B（移動あり） 4/4 件 4/4 件 

C（ページ跨ぎ） 2/4 件 2/4 件 
 

（正解判定数/Web サイト数） 

Webサイト(i) Webサイト(ii)

Webサイト(iii) Webサイト(iv)
 

 

図 2 実験用 Webサイト 
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